
●航空機利用時のチェックリスト

航空会社/旅行会社に連絡する

□機内に医療機器（ポンプ）を持ち込むことを伝える

医療機関を受診し医師に相談する

□薬液カセットの必要数を相談する

□緊急時用の経口レボドパ製剤の準備について相談する

□海外旅行の場合は【航空機搭乗のための証明書】（英語版）を依頼する

□（必要に応じて）診断書を依頼する

事前に確認しておくこと

□移動に要する時間分（自宅から宿泊先まで）の保冷剤の準備

□宿泊先での冷蔵庫の有無

□旅先で氷の調達は可能かどうか

□海外旅行傷害保険への加入

旅程に応じた薬や持参するもの

□薬液カセット必要数＋予備（箱に入れたままで保冷）

□緊急時用の経口レボドパ製剤必要数

□フラッシング用の注射器とアダプタ

□アルカリ乾電池単3形（交換用と予備）

□保冷バッグ（機内持ち込み用）バッグサイズは3辺の合計が115cm以内

□保冷バッグ（航空会社カウンター預け用）

□保冷剤（必要数を2日以上前から冷凍庫で冷却）

□併用薬、必要に応じた常備薬

旅行中に携帯するもの

□デュオドーパ患者手帳

□海外では【航空機搭乗のための証明書】（Certificate for Air travel）

□（必要に応じて）お薬手帳

□（必要に応じて）診断書




